




や高次脳機能障害、鑑別困難例、重症例などの治療を従来よりもさらに重点的に行いう

ることが期待できる。 

今後の方向性として、大きく 4 地区に分かれた幹事＝相談医が中心になってそれぞれ

の地区においてケアマネジャーや地域包括支援センターのスタッフなどと会合を持ちな

がら、その地区の実情にあった認知症患者や家族を支援する体制を整えていく方向で現

在検討中である。まずは来年春に予定されている次回の市民公開講座修了後、参加した

医療者、介護関係者で全体の会合を行い、その後地区別の会合を行ってそれぞれの顔合

わせやその地区での問題点の討議あるいは最終目的である各地区における支援体制の構

築に向けての取り組みの動きがその場でスタートしていくことを期待している。同様の

試みは他府県でも行われておりそれぞれに成功例もあれば失敗例もあるようであり、双

方の場合を参考にしながら 4 つの地区のそれぞれの実情にあった協力関係が多様な立場

の間で構築できていけば、それほど長い期間を要さずともこの地域において有効でかつ

継続性のある支援体制を作っていけるのではないかと考えている。 
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